
自立
じ り つ

生活
せいかつ

センターアークスペクトラム編集
へんしゅう

 定刊
ていかん

弧光
こ こ う

：第四号
だいよんごう

 2009年
ねん

１２月
がつ

３０日
にち

発
はっ

行
こう

 

- 1 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

に思
おも

いをはせる 

 私
わたし

が京都
きょうと

から伊丹
い た み

空港
くうこう

へ向
む

かう途中
とちゅう

、モノレールに乗
の

る駅
えき

での出来事
で き ご と

だった。私
わたし

はいつもの

ように改札
かいさつ

で「乗
の

る際
さい

にスロープを用意
よ う い

してください」と伝
つた

えたところ、駅員
えきいん

はきょとんとして

いた。しばらくの間
ま

があり「段差
だ ん さ

は無
な

いようにしてありますが、その他
ほか

にお手伝
て つ だ

いが必要
ひつよう

でしょ

うか？」と返事
へ ん じ

が返
かえ

ってきた。私
わたし

にとって電車
でんしゃ

に乗
の

るときにスロープを出
だ

してもらう事
こと

は、

日常的
にちじょうてき

にごく当
あ

たり前
まえ

の感覚
かんかく

だっただけに驚
おどろ

いた。駅員
えきいん

の言葉
こ と ば

のとおり、プラットホームの

乗降
じょうこう

口
ぐち

に傾斜
けいしゃ

が付
つ

いていて、ほとんど段差
だ ん さ

なくスムーズに乗
の

れた。電車
でんしゃ

やバスは好
す

きな時
とき

に、好
す

きな所
ところ

へ出
で

かけるために使
つか

うものだ。バリアがあってスロープを出
だ

してもらわないと乗
の

れない

というのはやはりおかしい。モノレールでの出来事
で き ご と

を目
ま

のあたりにし、これは単
たん

なる設備的
せつびてき

な事
こと

なので、全
すべ

ての駅
えき

はこれを目指
め ざ

してほしいと思
おも

った。そしてその設置
せ っ ち

は公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

にとって

の義務
ぎ む

だろう。 

 先日
せんじつ

、車
くるま

いすの友人
ゆうじん

とバスに乗
の

っていた。彼
かれ

がバスを降
お

りるとき、運転手
うんてんしゅ

は慌
あわ

てふためいて

いたのだ。私
わたし

は気
き

にせずバスを降
お

りたが、運転手
うんてんしゅ

は乗
じょう

降
こう

時
じ

にニーリング（車高
しゃこう

を下
さ

げる機能
き の う

）

をしていなかったのだ。ノンステップバスでもそれを行
おこな

わない場合
ば あ い

スロープは急傾斜
きゅうけいしゃ

となり、

大
おお

きな段差
だ ん さ

ともなりうる。その友人
ゆうじん

が「降
お

りるのに危険
き け ん

を伴
ともな

うのでニーリングしてください」

と要求
ようきゅう

し、運転手
うんてんしゅ

は「分
わ

かりました」と返答したがなおも慌
あわ

てふためいていた。私
わたし

はそのこと

が非常
ひじょう

に目
め

についたので、この時
とき

は運転手
うんてんしゅ

が置
お

かれている状 況
じょうきょう

を冷静
れいせい

に考
かんが

えてみた。運転手
うんてんしゅ

は

見
み

るかぎり高圧的
こうあつてき

な人
ひと

ではなく差別的
さべつてき

な態度
た い ど

を取
と

る人
ひと

ではなかった。運転手
うんてんしゅ

にしてみたら悪意
あ く い

が

ある訳
わけ

でもない。そして研修
けんしゅう

を受
う

け動作
ど う さ

や心得
こころえ

は多少
たしょう

有
あ

るはずだ。その上
うえ

でなぜあのような

状 況
じょうきょう

になってしまったのか？ 

 非常
ひじょう

にバスの中
なか

が混雑
こんざつ

しており、乗 客
じょうきゃく

も右往左往
う お う さ お う

しながら車
くるま

いすでの乗降
じょうこう

を見守
み ま も

っていた。

そんな状 況
じょうきょう

での運転手
うんてんしゅ

に襲
おそ

いかかるプレッシャーはいかほどのものなのだろう？ ダイヤの

順
じゅん

守
しゅ

、スムーズな乗降
じょうこう

、他
ほか

の客
きゃく

から向
む

けられる目線
め せ ん

。こんな状況下
じょうきょうか

で他人
た に ん

の心
こころ

模様
も よ う

まで考
かんが

えて動
うご

けるだろうか？私
わたし

は運転手
うんてんしゅ

に怒
いか

りを向
む

けることが多
おお

いのだが、このように考
かんが

えると

運転手
うんてんしゅ

やバス会社
がいしゃ

だけに改善
かいぜん

を要求
ようきゅう

しても状 況
じょうきょう

が全
すべ

て変
か

わる訳
わけ

ではないのだと気付
き づ

いた。つ

まり、そこに同乗
どうじょう

する客
きゃく

、介助者
かいじょしゃ

の立
た

ち振
ふ

る舞
ま

い、社会
しゃかい

の障害者
しょうがいしゃ

への認識
にんしき

など様々
さまざま

な環境
かんきょう

を

変
か

えなければかわらないという事
こと

でもある。 

 より積極的
せっきょくてき

に言
い

えば、私
わたし

たちがより良
よ

く生
い

きることを望
のぞ

み、多方面
たほうめん

に渡
わた

って働
はたら

きかければ変
か

えていくという事
こと

もできる。今回
こんかい

の出来事
で き ご と

を通
つう

じてその場
ば

の現象
げんしょう

だけでなく、広
ひろ

い視野
し や

を持
も

っ

て、交通
こうつう

アクセスの改善
かいぜん

運動
うんどう

に取
と

り組
く

みたいと思
おも

った。         （文
ぶん

：加古
か こ

ゆういち） 

定刊
て い か ん

弧
こ

光
こ う  

 第四号
だいよんごう

 



自立
じ り つ

生活
せいかつ

センターアークスペクトラム編集
へんしゅう

 定刊
ていかん

弧光
こ こ う

：第四号
だいよんごう

 2009年
ねん

１２月
がつ

３０日
にち

発
はっ

行
こう

 

- 2 - 

シンポジウム『自立
じ り つ

生活
せいかつ

センターの歩
あゆ

み』 

～これまでの記録
き ろ く

と記憶
き お く

。これからの希望
き ぼ う

 

10月
がつ

24日
にち

土
ど

曜日
よ う び

にハートピア京都
きょうと

において、アクスペ設立
せつりつ

１周年
しゅうねん

を記念
き ね ん

してシンポジウム

を開催
かいさい

しました。シンポジストとして「くにたち援助
えんじょ

為
い

センター」代表
だいひょう

の安積
あ さ か

遊歩
ゆ う ほ

さんと「立命
りつめい

館
かん

大学
だいがく

大学院
だいがくいん

」教授
きょうじゅ

の立岩真也
たていわしんや

さんを招
まね

き、各地方
かくちほう

からの大勢
たいせい

の参加者
さんかしゃ

により会場
かいじょう

は溢
あふ

れんば

かりの盛況
せいきょう

となりました。 

第
だい

一
いち

部
ぶ

では、安積
あ さ か

遊歩
ゆ う ほ

さんに基調
きちょう

講演
こうえん

をして頂
いただ

き、彼女
かのじょ

の半生
はんせい

を交
まじ

えながら、自立
じ り つ

生活
せいかつ

運動
うんどう

と

の関
かか

わりや、彼女
かのじょ

がアメリカに渡
わた

り自立
じ り つ

生活
せいかつ

センター（以下
い か

C I L
しーあいえる

）の何
なに

に衝撃
しょうげき

を受
う

け、何
なに

を

どのように学
まな

び日本
に ほ ん

へ持
も

ち帰
かえ

ってきたのか、C I L
しーあいえる

が日本
に ほ ん

に初
はじ

めて立
た

ち上
あ

げられた頃
ころ

の自立
じ り つ

生活
せいかつ

運動
うんどう

の先駆者
せんくしゃ

としての当時
と う じ

の出会
で あ

いや思
おも

いを語
かた

ってもらいました。 

その中
なか

でも、彼女
かのじょ

がアメリカ（カリフォルニア州
しゅう

バークレー）に渡
わた

って、アメリカの障害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

のありのままに生
い

き生
い

きと過
す

ごしている姿
すがた

に衝撃
しょうげき

を受
う

けたという話
はなし

は印象的
いんしょうてき

でした。

その頃
ころ

の日本
に ほ ん

では、障害
しょうがい

は克服
こくふく

して本人
ほんにん

の努力
どりょく

により健
けん

常者
じょうしゃ

に近
ちか

づくべき事
こと

とされ、多
おお

くの

障害者
しょうがいしゃ

はリハビリ漬
づ

けの日々
ひ び

を送
おく

り、頑張
が ん ば

って一日
いちにち

でも長
なが

く歩
ある

き、自力
じ り き

で車
くるま

いすを動
うご

かす事
こと

を

強要
きょうよう

されていました。私
わたし

自身
じ し ん

も施設
し せ つ

（病院
びょういん

）でずっとそう言
い

われ、リハビリに反抗
はんこう

し苦
くる

しみ過
す

ごしていた日々
ひ び

を思
おも

い出
だ

して心
こころ

に熱
あつ

いものを感
かん

じていました。 

そういった話
はなし

を通
つう

じた中
なか

で、過去
か こ

からずっと障害者
しょうがいしゃ

が排除
はいじょ

され続
つづ

けられた歴史
れ き し

があり、その

頃
ころ

それを打破
だ は

するための命
いのち

がけの障害者
しょうがいしゃ

運動
うんどう

が行
おこな

われ、過激
か げ き

と言
い

われても強烈
きょうれつ

に自己
じ こ

主張
しゅちょう

をしなければ切
き

り捨
す

てられてしまう社会
しゃかい

であったことがビシビシと伝
つた

わって来
き

ました。障害者
しょうがいしゃ

運動
うんどう

を担
にな

う事
こと

がC I L
しーあいえる

に最
もっと

も必要
ひつよう

とされている事
こと

だと再認識
さいにんしき

し、身
み

が引
ひ

き締
し

まりました。 

第
だい

二
に

部
ぶ

では、安積
あ さ か

さんに立岩真也
たていわしんや

さん、アクスペ代表
だいひょう

の岡田
お か だ

を加
くわ

えトークセッションが繰
く

り広
ひろ

げられました。その中
なか

で立岩
たていわ

さんが話
はな

された所得
しょとく

の再配分
さいはいぶん

の考
かんが

え、ベーシックインカムという

事柄
ことがら

があり、それは全
すべ

ての人
ひと

に無条件
むじょうけん

に一定
いってい

の所得
しょとく

が与
あた

えられる制度
せ い ど

であり、それはシンプルに

言
い

うと多
おお

く稼
かせ

いでいる人
ひと

から多
おお

く税金
ぜいきん

を集
あつ

め、少
すく

ない所得
しょとく

の人
ひと

に所得
しょとく

が再分
さいぶん

配
ぱい

される仕組
し く

みです。

福祉
ふ く し

にお金
かね

が掛
か

かるとか、財源
ざいげん

をどうするか？と議論
ぎ ろ ん

が色々
いろいろ

されていますが、こういった斬新的
ざんしんてき

な切
き

り口
くち

で社会
しゃかい

を変
か

えたら色々
いろいろ

な問題
もんだい

が解決
かいけつ

するのではないのでしょうか。 

こういった新
あたら

しい考
かんが

え方
かた

を持
も

って今後
こ ん ご

の社会
しゃかい

変革
へんかく

をし

ていく必要
ひつよう

がある一方
いっぽう

、それは一体
いったい

どうやって形
かたち

にしてい

くべきなのか？と難
むずか

しさも感
かん

じました。しかしながら、今
いま

を精一杯
せいいっぱい

生
い

きその姿
すがた

を多
おお

くの人
ひと

に伝
つた

え、私
わたし

たちがよりよ

く生
い

きたいとメッセージを発
はっ

し続
つづ

ける事
こと

は出来
で き

る。過去
か こ

・

現在
げんざい

・未来
み ら い

と変
か

わることはありません。障害者
しょうがいしゃ

運動
うんどう

にはそ

れを実践
じっせん

してきた歴史
れ き し

があります。そして、この一時期
い ち じ き

を

我々
われわれ

も担
にな

っているのも確
たし

かです。（文
ぶん

：加古
か こ

ゆういち） 
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－質疑
し つ ぎ

応答
おうとう

番外編
ばんがいへん

－ 

シンポジウムの終盤
しゅうばん

に質疑
し つ ぎ

応答
おうとう

の時間
じ か ん

を設
もう

けていたのですが、残念
ざんねん

ながらパネリストの方
かた

にお

答
こた

えいただけなかったものがありました。しかし、後日
ご じ つ

、パネリストの安積
あ さ か

さんに返答
へんとう

できなか

った質問
しつもん

にお答
こた

えいただきましたので、このページに掲載
けいさい

いたします。 

 

Q. 一番
いちばん

印 象
いんしょう

に残
のこ

った外国
がいこく

と、エピソードを教
おし

えて下
くだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

次
じ

ページに続
つづ

きます 

印 象
いんしょう

に残
のこ

っている国
くに

はインドやフィリピン、アフリカのエジプトです。それらの国々
くにぐに

では貧
まず

しい子供
こども

達
たち

が必死
ひっし

に自分
じぶん

の 命
いのち

を自分
じぶん

で守
まも

ろうと生
い

き抜
ぬ

いていて、その子供
こども

達
たち

に何
なに

か出来
で き

ないかという思
おも

いが、

フィリピンの障 害
しょうがい

を持
も

つ子供
こども

達
たち

を応援
おうえん

する組織
そしき

「バタバタの会
かい

」を作
つく

りました。 

その後
ご

いろいろあって、奨 学
しょうがく

金
きん

を、障 害
しょうがい

のあるなしに問
と

わず子供
こども

達
たち

に送
おく

る組織
そしき

を作
つく

りました。しか

し、今
いま

はそこの人
ひと

に任
まか

せて、直 接
ちょくせつ

の支援
しえん

は中古
ちゅうこ

の衣服
いふく

やおもちゃ等
など

を年
ねん

に 4，5回
かい

フィリピンに送
おく

る

ことをしています。フィリピンの生
せい

後
ご

8ヶ月
かげつ

という赤
あか

ちゃんを抱
だ

き上
あ

げたとき、あまりの貧
まず

しさから来
く

る

栄養
えいよう

不良
ふりょう

で、座
すわ

ることもせず目
め

だけがぎょろぎょろとなっていました。それでも生
い

きようとして 私
わたし

の

手
て

から菓子
か し

パンを必死
ひっし

に取
と

って食
た

べていた 姿
すがた

は、今
いま

でも 私
わたし

を強 烈
きょうれつ

にフィリピンに行
い

かねばという思
おも

いの原点
げんてん

です。 

インドでは、十 代
じゅうだい

の若
わか

い母親
ははおや

が生
せい

後
ご

2才
さい

くらいの赤
あか

ん坊
ぼう

を抱
だ

いて、 私
わたし

に「お金
かね

をくれ」と迫
せま

ってき

た 姿
すがた

は忘
わす

れられません。あまりにも辛
つら

い 状 況
じょうきょう

に少
すこ

しお金
かね

をあげたら、そのあとからどんどん子供
こども

達
たち

に囲
かこ

まれてしまったこともありました。今
いま

でもあの親子
おやこ

の必死
ひっし

の、それでいながら、呆然
ぼうぜん

とした 表 情
ひょうじょう

が忘
わす

れられません。 

エジプトでは、ゴミ捨
す

て場
ば

の山
やま

の上
うえ

でゴミをあさっていた子供
こども

達
たち

、その中
なか

でも７才
さい

くらいの兄
あに

と４才
さい

く

らいの 妹
いもうと

の仲良
なかよ

しさと必死
ひっし

さが 心
こころ

に焼
や

き付
つ

いています。２人
ふたり

はゴミの山
やま

の上
うえ

で、食
た

べ物
もの

を探
さが

してい

ただけなのに、警官
けいかん

が来
く

ると 私
わたし

の前
まえ

を手
て

をつないで必死
ひっし

に走
はし

り去
さ

って行
い

きました。 

そのほかにも、ヨーロッパでさえイタリアではジプシーの親子
おやこ

に介助者
かいじょしゃ

がポケットに手
て

を突
つ

っ込
こ

まれ

て、必死
ひっし

に振
ふ

り払
はら

って逃
に

げたことがあったし、スペインのパン屋
や

さんの前
まえ

で乞食
こじき

をしていた、ボロボロ

の服
ふく

を着
き

た 女
おんな

の子
こ

の 表 情
ひょうじょう

も忘
わす

れられません。 

この世界
せかい

は、小
ちい

さな子供
こども

達
たち

の 幸
しあわ

せに生
い

きる権利
けんり

を、人権
じんけん

をほとんど無視
む し

して進
すす

んでいるのだなという

のが、どこの国
くに

に行
い

っても見
み

えてしまいます。 

私
わたし

は小
ちい

さなときに、大人
おとな

たち、特
とく

に医療
いりょう

や教 育
きょういく

関係者
かんけいしゃ

からひどい目
め

にあってきたので、子供
こども

達
たち

のこ

とがこんなに気
き

になるのだなと思
おも

っています。障 害
しょうがい

を持
も

つ人
ひと

はほとんどの国
くに

で声
こえ

を奪
うば

われ、子供
こども

達
たち

と

同
おな

じように扱
あつ

われて来
き

ました。そんな中
なか

ではありますが、何
なに

が出来
で き

るか、何
なに

をしたいのかを軸
じく

に行動
こうどう

し

続
つづ

けてます。 
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Q. 安積
あさか

さんにとって当事者
とうじしゃ

主体
しゅたい

ってなんですか。ご自身
じしん

のセンターで当事者
とうじしゃ

主体
しゅたい

を守
まも

る為
ため

にどんな工夫
くふう

をされていますか。 

 

Q. 自立
じりつ

センターの役員
やくいん

をしています。介助者
かいじょしゃ

の生活
せいかつ

を安定
あんてい

させるために資格
しかく

を取
と

ることが必要
ひつよう

になっ

てきました。しかし 30年前
ねんまえ

の介助者
かいじょしゃ

とは異
こと

なり、常
つね

に専門家
せんもんか

としての立場
たちば

を取
と

る人
ひと

がふえたように思
おも

い

ます。いったい、専門家
せんもんか

とは何
なん

でしょうか。私
わたし

は福祉学
ふくしがく

の勉 強
べんきょう

もしてきました。当事者
とうじしゃ

としては非常
ひじょう

に

違和感
い わ か ん

を感
かん

じています。ご意見
いけん

が聞
き

きたいです。 

安積
あ さ か

さんありがとうございました。 

私
わたし

のセンターで、 私
わたし

がしている当事者
とうじしゃ

主体
しゅたい

を守
まも

る最大
さいだい

の工夫
くふう

は、規模
き ぼ

を大
おお

きくしないということで

す。施設
しせつ

やいろいろな組織
そしき

がなぜ非人間化
ひにんげんか

していくかというと、規模
き ぼ

が大
おお

きくなればなるほど運営
うんえい

が 難
むずか

しくなり、管理
かんり

が先行
せんこう

していきます。必要
ひつよう

とされている組織
そしき

ではありますが、当事者
とうじしゃ

の声
こえ

を反映
はんえい

させ

ていくには、小
ちい

さな規模
き ぼ

のものを、たくさん作
つく

り上
あ

げていくのが一番
いちばん

だと思
おも

います。国立
くにたち

は人口
じんこう

も７

万人
まんにん

台
だい

なので、行 政
ぎょうせい

ともパートナーシップを組
く

みながら進
すす

めていっています。当事者
とうじしゃ

があらゆる場
ば

に

出
で

て行
い

き発言
はつげん

することが、重 要
じゅうよう

なので行 政
ぎょうせい

のさまざまな会議
かいぎ

にも関
かか

わり、市長
しちょう

や市議会
し ぎ か い

議員
ぎいん

ともい

い関係
かんけい

を作
つく

ろうと努力
どりょく

しています。 

 

私
わたし

は当事者
とうじしゃ

こそが専門家
せんもんか

であると 考
かんが

えています。つまり、一人一人
ひとりひとり

の人生
じんせい

は、その人
ひと

がまずリーダ

ーシップをとるべきです。いわゆる世間
せけん

が言
い

うところの専門家
せんもんか

は、私
わたし

にとって 私
わたし

のリーダーシップを

サポートする人
ひと

に過
す

ぎません。あくまでも自己
じ こ

決定
けってい

をよりよく援助
えんじょ

するための情 報
じょうほう

提供者
ていきょうしゃ

であっ

て、まるでその人
ひと

の人生
じんせい

をコントロールする人
ひと

であってはなりません。しかし、情 報
じょうほう

提供者
ていきょうしゃ

という点
てん

もまた 難
むずか

しく、正
ただ

しい情 報
じょうほう

を得
え

るには自分
じぶん

で追 求
ついきゅう

する 力
ちから

が必要
ひつよう

なわけです。たとえば、障 害
しょうがい

を持
も

つ子
こ

の親
おや

が子供
こども

の障 害
しょうがい

を軽
かる

くしてあげたいと思
おも

って、専門家
せんもんか

の進
すす

めるままに治療
ちりょう

をするとしたら、親
おや

はまず子供
こども

のリーダーシップを奪
うば

っているという自覚
じかく

を持
も

つべきです。しかし、この世界
せかい

では、それは

ほとんど不可能
ふ か の う

です。なぜなら、親
おや

は子供
こども

を愛
あい

しているのだから、子供
こども

のためにすることは正
ただ

しいとみ

なされてしまっているからです。そうした中
なか

、専門家
せんもんか

が正
ただ

しくも無
な

い実験的
じっけんてき

な情 報
じょうほう

を提 供
ていきょう

すること

はしょっちゅう起
お

こっています。なぜなら、専門家
せんもんか

も生活
せいかつ

をしていかなければならないので、お金
かね

を得
え

るために、もう一
ひと

つは、功名心
こうみょうしん

や野心
やしん

のために正
ただ

しくない情 報
じょうほう

でもそれを必要
ひつよう

としていると思
おも

い込

んでいる人
ひと

に押
お

し付
つ

けてしまうことがしょっちゅうあります。 

専門家
せんもんか

の人
ひと

たちももともとは一人一人
ひとりひとり

良
よ

い人
ひと

です。ただ、小
ちい

さなときから競 争
きょうそう

させられまくって生
い

き

てきたので、人
ひと

を助
たす

けてあげたいという以上
いじょう

に、さまざまな恐怖
きょうふ

に正
ただ

しい思考
しこう

が妨害
ぼうがい

され、それゆえ正
ただ

しくない差別的
さべつてき

なシステムを作
つく

り出
だ

しています。たとえば、新
しん

インフルエンザのワクチンや解熱剤
げねつざい

、特
とく

にタミフルの処方
しょほう

がどんなに危
あぶ

ないかという情 報
じょうほう

は、求
もと

めなければなかなか得
え

られません。しかし、

反対
はんたい

に、ワクチンを受
う

けた方
ほう

がいいとか、タミフルは効
き

くとか、いわゆる専門家
せんもんか

の 力
ちから

で巻
ま

き散
ち

らかさ

れ、製薬
せいやく

会社
がいしゃ

が儲
もう

かるというシステムがあります。まず自分
じぶん

が、自分
じぶん

の人生
じんせい

の専門家
せんもんか

であるという自覚
じかく

を持
も

ちましょう。そうすれば、自分
じぶん

の 命
いのち

と人生
じんせい

を大切
たいせつ

にするために、どんな情 報
じょうほう

を必要
ひつよう

とするのか

おのずと見
み

えてきます。介助者
かいじょしゃ

も、医者
いしゃ

も、研究者
けんきゅうしゃ

などのあなたが専門家
せんもんか

と 考
かんが

えている人
ひと

たちは、

私 達
わたしたち

障害者
しょうがいしゃ

の存在
そんざい

なくして、その仕事
しごと

の意味
い み

をまったくなさなくなります。私 達
わたしたち

こそが、彼
かれ

らの

経済
けいざい

や生存
せいぞん

を支
ささ

えるリーダーなのです。毅然
きぜん

と立
た

って、正
ただ

しく有用
ゆうよう

な情 報
じょうほう

を得
え

ていきましょう。 
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カメラマン土井
ど い

亨
とおる

シンポジウムレポート 

過去
か こ

と未来
み ら い

の結
むす

び目
め

に・・・  

 今回
こんかい

私
わたし

は記録
き ろ く

班
はん

として会場
かいじょう

の隅
すみ

でシンポジウムを見
み

ていた。私
わたし

はアークスペクトラムで

介助
かいじょ

業務
ぎょうむ

に携
たずさ

わる一方
いっぽう

、カメラマンとしても活動
かつどう

しているため、自然
し ぜ ん

とビデオ撮影
さつえい

をまかされ

ることになったのである。 

シンポジウムの終盤
しゅうばん

、会場
かいじょう

に来場
らいじょう

していた京都市
きょうとし

の障害
しょうがい

保健
ほ け ん

福祉課
ふ く し か

の方
かた

がマイクを握
にぎ

った。

部分的
ぶぶんてき

ではあるが講演
こうえん

で障害者
しょうがいしゃ

と行政
ぎょうせい

との対立
たいりつ

が語
かた

られた直後
ちょくご

である。あの場面
ば め ん

で話
はなし

をすることは

障害
しょうがい

保健
ほ け ん

福祉課
ふ く し か

の方
かた

にとっては決
けっ

して居心地
い ご こ ち

のいいものではなかっただろう。しかし彼
かれ

はまっすぐ

舞台
ぶ た い

を見据
み す

えて話
はなし

を始
はじ

めた。その視線
し せ ん

の先
さき

では、安積
あ さ か

さんがとても穏
おだ

やかに、優
やさ

しい表 情
ひょうじょう

をしてい

た。彼女
かのじょ

の表 情
ひょうじょう

を見
み

た瞬間
しゅんかん

、私
わたし

の意識
い し き

は遠
とお

く離
はな

れ、２週間前
しゅうかんまえ

に出会
で あ

ったある場面
ば め ん

を思
おも

い起
お

こして

いた。 

シンポジウムのちょうど２週間前
しゅうかんまえ

、私
わたし

は中国
ちゅうごく

の南京
なんきん

にいた。日本軍
にほんぐん

の犯
おか

した南京
なんきん

大虐殺
だいぎゃくさつ

と

いう暗
くら

い歴史
れ き し

を抱
かか

える街
まち

。そこで戦争
せんそう

のトラウマを抱
かか

える人々
ひとびと

を取材
しゅざい

していた。取材
しゅざい

を進
すす

めてい

く中
なか

で、南京
なんきん

の若
わか

い学生
がくせい

達
たち

が戦争
せんそう

の残
のこ

した爪
つめ

あとに苦
くる

しめられていることを知
し

った。彼
かれ

らはもち

ろん直接
ちょくせつ

の戦争
せんそう

体験者
たいけんしゃ

ではない。しかし過去
か こ

の歴史
れ き し

から尾
お

を引
ひ

く悲
かな

しみ、憎
にく

しみ、痛
いた

み・・・彼
かれ

らの生活
せいかつ

の中
なか

で、空気
く う き

のようにごく自然
し ぜ ん

に存在
そんざい

していて、それは呼吸
こきゅう

をする度
たび

に彼
かれ

らの中
なか

に染
し

み

込
こ

んでいるようだった。彼
かれ

らにとっては日常
にちじょう

こそが、侵食
しんしょく

される歴史
れ き し

トラウマとの闘
たたか

いであ

った。 

 南京
なんきん

に滞在中
たいざいちゅう

、『カメラマン』としてトラウマを抱
かか

える人々
ひとびと

にレンズを向
む

けながらも、『自分
じ ぶ ん

』

はどのように過去
か こ

の歴史
れ き し

問題
もんだい

に対峙
た い じ

すればいいかがわからなかった。そんな中
なか

、取材
しゅざい

したある

中国
ちゅうごく

人
じん

が言
い

ってくれた言葉
こ と ば

が私
わたし

の葛藤
かっとう

を解
と

きほぐしてくれた。「日本人
にほんじん

のあなたにとってここ

はとても居心地
い ご こ ち

が悪
わる

いでしょう。しかしこれから私達
わたしたち

がともに歴史
れ き し

を作
つく

っていく上
うえ

で、あなた

がこの場
ば

にいることに大
おお

きな意味
い み

を感
かん

じます」 

 

もちろん戦争
せんそう

の歴史
れ き し

と、障害者
しょうがいしゃ

の闘
たたか

いの日々
ひ び

を簡単
かんたん

に重
かさ

ねあわせることはできない。しかし当事者
とうじしゃ

達
たつ

の問題
もんだい

に向
む

き合
あ

う姿勢
し せ い

に私
わたし

は深
ふか

いつながりを感
かん

じた。異
こと

なった立場
た ち ば

、文化
ぶ ん か

、歴史
れ き し

体験
たいけん

を持
も

つ者
もの

達
たち

が向
む

き合
あ

えば、簡単
かんたん

に敵対
てきたい

できてしまう。悲
かな

しいけれど恐
おそ

ろしいほど簡単
かんたん

にできてしまう。その

敵対
てきたい

が過去
か こ

に多
おお

くの対立
たいりつ

や葛藤
かっとう

を生
う

んできたことも知
し

っている。だけど、時
とき

に対立
たいりつ

しても私達
わたしたち

は、

そう『私達
わたしたち

』はともに問題
もんだい

解決
かいけつ

を希求
ききゅう

する同志
ど う し

でもある。 

シンポジウムには『これまでの記録
き ろ く

と記憶
き お く

。これからの希望
き ぼ う

』というサブタイトルがつけられ

ていた。あの日
ひ

、あのシンポジウムで、異
こと

なる立場
た ち ば

であっても、同
おな

じ問題
もんだい

に共
とも

に向
む

き合
あ

うことが

できた。それはこれからにつながる希望
き ぼ う

なんじゃないだろうかと思
おも

う。『私
わたし

たち』は時
とき

に対立
たいりつ

し

たとしても、問題
もんだい

を過去
か こ

に置
お

き去
ざ

りにしたり、未来
み ら い

に投
な

げ捨
す

てたりしない。その思
おも

いに勇気
ゆ う き

づけ

られたのはきっと私
わたし

だけではないだろう。                 （文
ぶん

：土井
ど い

亨
とおる

） 
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介助
かいじょ

時々
ときどき

休
やす

み、ときどき研修
けんしゅう

 

 

自立
じ り つ

生活
せいかつ

センターアークスペクトラム（以下
い か

C I L
しーあいえる

アクスぺ）では、介助
かいじょ

心得
こころえ

・介助
かいじょ

技術
ぎじゅつ

の向上
こうじょう

を目的
もくてき

としたワークショップ形式
けいしき

の介助
かいじょ

者
しゃ

向
む

け研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

しています。今回
こんかい

は「コミュニケー

ション」がテーマです。自分
じ ぶ ん

の気持
き も

ちに向
む

き合
あ

い感
かん

じることや、相手
あ い て

を信頼
しんらい

し傾聴
けいちょう

でき対等
たいとう

で

いることをねらいとしています。 

 

さる１１月
がつ

２８日
にち

（土
ど

）に行
おこな

われた研修
けんしゅう

の大要
たいよう

をご紹介
しょうかい

します。 

 

■自分
じ ぶ ん

の気持
き も

ちに向
む

き合
あ

う。 

今回
こんかい

の研修
けんしゅう

では、あるテーマをもとに「相手
あ い て

に対
たい

し自分
じ ぶ ん

を伝
つた

えていく」という形
かたち

で進行
しんこう

しま

した。前半
ぜんはん

冒頭
ぼうとう

には「自分
じ ぶ ん

の得意
と く い

なこと、不得意
ふ と く い

なこと」を出
だ

し合
あ

い、何故
な ぜ

それを伝
つた

えあったの

かが話
はな

されました。今回
こんかい

参加
さ ん か

した介助
かいじょ

者
しゃ

には、得意
と く い

とするものを列挙
れっきょ

するよりも不得意
ふ と く い

とするも

の・苦手
に が て

とするものの方
ほう

が多
おお

いことに気付
き づ

いた、そう感想
かんそう

を漏
も

らす人
ひと

がいます。確
たし

かに、私
わたし

た

ちは得意
と く い

な部分
ぶ ぶ ん

を伸
の

ばすよりも、不得意
ふ と く い

や苦手
に が て

な部分
ぶ ぶ ん

を補完
ほ か ん

することで完成
かんせい

された人間
にんげん

を目指
め ざ

し

てきたかもしれません。そのように理解
り か い

すれば、そのような感想
かんそう

を漏
も

らすのも、あるいは不完全
ふかんぜん

な人間
にんげん

であり続
つづ

けていると思
おも

い込
こ

むのも無理
む り

のないことです。ある参加者
さんかしゃ

は、自分
じ ぶ ん

の不得意
ふ と く い

や

苦手
に が て

な部分
ぶ ぶ ん

を知
し

ったので、それをなくすよう努力
どりょく

していきたいと答
こた

えてくれます。その言葉
こ と ば

を聞
き

いた時
とき

、自分
じ ぶ ん

を変
か

えていきたいと伝
つた

えるのは勇気
ゆ う き

のいることでまさに宣言
せんげん

なので、ただ素晴
す ば

らし

いと感
かん

じる反面
はんめん

一抹
いちまつ

の寂
さび

しさも覚
おぼ

えました。「自分
じ ぶ ん

を変
か

える力
ちから

は自分
じ ぶ ん

のために使
つか

う」その疑
うたが

い

ようのないことが疑
うたが

いなく起
お

ころうとしていたからです。 

 

■チームワークの強
つよ

みとして、自分
じ ぶ ん

の気持
き も

ちに向
む

き合
あ

う 

研修
けんしゅう

の後半
こうはん

では「この仕事
し ご と

をするきっかけ」「この仕事
し ご と

をするまでの自分
じ ぶ ん

・この仕事
し ご と

をしてか

らの自分
じ ぶ ん

」「どんな団体
だんたい

にしていきたいか」を出
だ

し合
あ

う中
なか

、人
ひと

を大切
たいせつ

に出来
で き

ない職場
しょくば

での過酷
か こ く

な

労働
ろうどう

実態
じったい

、ただただ人
ひと

の役
やく

に立
た

ちたいと思
おも

った等
など

こもごも語
かた

られ、介助
かいじょ

者
しゃ

として働
はたら

いてきた動機
ど う き

をはじめて聞
き

く機会
き か い

ともなり、お互
たが

い真剣
しんけん

に耳
みみ

を傾
かたむ

けていました。研修
けんしゅう

の最後
さ い ご

、話
はなし

を聞
き

きあ

う時間
じ か ん

を保障
ほしょう

し合
あ

ったことの意義
い ぎ

が強 調
きょうちょう

され、それに関
かか

わって自分
じ ぶ ん

を変
か

える力
ちから

を自分
じ ぶ ん

のため

だけに使
つか

わず人
ひと

におすそ分
わ

けしたらどうなるか。もし「僕
ぼく

（私
わたし

）はそれがとっても不得意
ふ と く い

で苦手
に が て

なのでサポートして下
くだ

さい」と伝
つた

えたらどうなるか。それは「サポートを求
もと

める力
ちから

＝あなたの力
ちから

」

にもなり、また「サポートをする力
ちから

＝あなたの力
ちから

」にもなりうると話
はな

されました。そのような

団体
だんたい

の一員
いちいん

であり続
つづ

けるという大局
たいきょく

にたって仕事
し ご と

に取
と

り組
く

んで欲
ほ

しい、そう締
し

めくくられまし

た。 

（文
ぶん

：ｋ
けー

） 

 

 



自立
じ り つ

生活
せいかつ

センターアークスペクトラム編集
へんしゅう

 定刊
ていかん

弧光
こ こ う

：第四号
だいよんごう

 2009年
ねん

１２月
がつ

３０日
にち

発
はっ

行
こう

 

- 7 - 

このページではアクスペで働
はたら

く介助者
かいじょしゃ

をリレー形式
けいしき

でご紹介
しょうかい

していきます。 

今回
こんかい

は第
だい

４走者
そうしゃ

、野
の

間野
ま の

文男
ふ み お

さんです。 

介助者
か い じ ょ し ゃ

リレートーク 

－第
だ い

４走者
そ う し ゃ

 野
の

間野
ま の

文男
ふ み お

－ 

 

 

介助者
かいじょしゃ

リレートーク、今回
こんかい

のバトンを受
う

け取
と

りました、野
の

間野
ま の

文男
ふ み お

と申
もう

します。出身
しゅっしん

は京都府
き ょ う と ふ

宮津市
み や づ し

、現
げん

在
ざい

２５歳
さい

です。 

さてこの原稿
げんこう

を書
か

いている今
いま

は、12月
がつ

も半
なか

ばにさし迫
せま

ろうという時期
じ き

なのですが、定刊
ていかん

弧光
こ こ う

第四号
だいよんごう

が発行
はっこう

され皆
みな

さまのお手
て

元
もと

に届
とど

くのはいつ頃
ごろ

になるのでしょうか？年
とし

の瀬
せ

か、年
とし

明
あ

けか、

いずれにしても一年
いちねん

の節目
ふ し め

となる時期
じ き

ですね。 

去
さ

りゆく一年
いちねん

を反省
はんせい

し、これから迎
むか

える一
いち

年
ねん

の抱負
ほ う ふ

をかかげる良
よ

い機
き

会
かい

です。僕
ぼく

も一
ひと

つ、この場
ば

をお借
か

りしてやってみましょう。 

アクスペでのこの一年
いちねん

を振
ふ

り返
かえ

ると、コーディネーターという役職
やくしょく

についてから、めまぐるし

く自分
じ ぶ ん

も周囲
しゅうい

の環境
かんきょう

も変化
へ ん か

しました。コーディネーターとは介助者
かいじょしゃ

と介助
かいじょ

利用者
り よ う し ゃ

の間
あいだ

の橋
はし

渡
わた

し

となる役割
やくわり

です。その役割
やくわり

を怠
おこた

ると、介助者
かいじょしゃ

の仕事
し ご と

・障害者
しょうがいしゃ

の生活
せいかつ

の両面
りょうめん

に支障
ししょう

をきたしてし

まいます。そのようなことにならないように、慣
な

れないながらもコーディネーターという仕事
し ご と

に

全力
ぜんりょく

をつくしていました。…というより、今
いま

現在
げんざい

も全力
ぜんりょく

をつくしています。実
じつ

はコーディネー

ターの役割
やくわり

についたのもごく最近
さいきん

のことで、皆
みんな

の力
ちから

を借
か

りながら、なんとかやっているのが

現状
げんじょう

です。 

そういうわけで、僕
ぼく

にとっての 2009年
ねん

は、反省
はんせい

しようにもまだ振
ふ

り返
かえ

る心
こころ

持
も

ちになっていま

せん。過去
か こ

を振
ふ

り返
かえ

らず、前
まえ

のめりに新年
しんねん

に突入
とつにゅう

していきます。 

そういうわけで、年
とし

が明
あ

けてもしばらくはノンストップで走
はし

り続
つづ

けるつもりです。とはいえ、

ずっと走
はし

り続
つづ

けるわけにもいきません。少
すこ

しは立
た

ちどまって、まわりを見
み

回
まわ

す余
よ

裕
ゆう

を持
も

てるよう

になることを、来年
らいねん

の目標
もくひょう

にしようと思
おも

います。 

普段
ふ だ ん

の僕
ぼく

は、バンド活動
かつどう

を趣味
し ゅ み

にしており月
つき

に１，２回
かい

、ボーカルやドラムでライブを行
おこな

って

います。前回
ぜんかい

のリレートークで緒方
お が た

さんより、ライブの様子
よ う す

をリポートするよう頼
たの

まれたのです

が、文章
ぶんしょう

ではなかなか表現
ひょうげん

しづらいものです。なので、実際
じっさい

に見
み

に来
き

てもらうのが一
いち

番
ばん

伝
つた

わり

やすいと思
おも

います…、とさりげなく宣伝
せんでん

しておきます。 

野
の

間野
ま の

のいつもと違
ちが

う一
いち

面
めん

を見
み

たい方
かた

は、ぜひ。 

 

さて、次回
じ か い

のリレートークですが、いつもこの機関誌
き か ん し

の編集
へんしゅう

をやってくださっている、岡本
おかもと

雅
まさ

博
ひろ

さんにお願
ねが

いします。岡本
おかもと

さんの普段
ふ だ ん

の生活
せいかつ

と、編集
へんしゅう

の立場
た ち ば

から「将来
しょうらい

こんな機関誌
き か ん し

にした

い！」という展望
てんぼう

も語
かた

っていただければと思
おも

います。 
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■連載
れんさい

コラムことば草
そう

 

－領域
りょういき

の外
そと

の「わたし」－ 

一人称
いちにんしょう

の人
じん

代名詞
だいめいし

は「わたし」、「ぼく」、「おれ」、「うち」エトセトラ. e t c
えとせとら

. 

一人称
いちにんしょう

視点
し て ん

の小説
しょうせつ

にはどの人称
にんしょう

が使
つか

われることが多
おお

いのか。統計
とうけい

がとられているかは不明
ふ め い

だが、

「わたし」が一番
いちばん

多
おお

いのではないだろうか。これまでの既読本数
きどくほんすう

の少
すく

ない私
わたし

が言
い

うのもおこがまし

いが。人
じん

代名詞
だいめいし

は様々
さまざま

な種類
しゅるい

がある。しかし実際
じっさい

は、時代
じ だ い

の流
なが

れで変
か

わりゆくもの。多少
たしょう

イメージが

異
こと

なるだけで、たいして意味
い み

が変
か

わることはないだろう。 

その代名詞
だいめいし

が指
さ

すものは、人生
じんせい

の主人公
しゅじんこう

、自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

だ。誰
だれ

しも、生
う

まれてから成長
せいちょう

していく中
なか

で、

自分
じ ぶ ん

を認識
にんしき

し「わたし」ができあがっていく。「わたし」は知覚
ち か く

を介
かい

して、知
し

り、考
かんが

え、行動
こうどう

する。

その経験
けいけん

の積
つ

み重
かさ

ねが個性
こ せ い

であり、それが「わたし」だ。 

調
しら

べると、現在
げんざい

世界
せ か い

人口
じんこう

は 68億人
おくにん

らしい。その分
ぶん

だけの「わたし」がいるということだ。「わたし」

は本人
ほんにん

にとってはひとりしか示
しめ

さない。すると必然的
ひつぜんてき

に、他
ほか

の「わたし」は二人称
ににんしょう

の「あなた」、「き

み」、三人称
さんにんしょう

の「彼
かれ

」、「彼女
かのじょ

」、「あの人
ひと

」と呼
よ

ぶことになる（当
あ

たり前
まえ

のことだが）。それは、自分
じ ぶ ん

以外
い が い

の他人
た に ん

ということ。 

「わたし」自身
じ し ん

は比較的
ひかくてき

容易
よ う い

に理解
り か い

できる（逆
ぎゃく

にできないことも多分
た ぶ ん

にあるが）。一方
いっぽう

、「あなた」

を認知
に ん ち

することはできるし、知
し

ろうとする方法
ほうほう

はあるが、真
しん

に「あなた」を理解
り か い

することは不可能
ふ か の う

だ。

人
ひと

には、他人
た に ん

の意識
い し き

や知覚
ち か く

と共有
きょうゆう

する機能
き の う

はないのだから。そこで、人
ひと

はそれまでの経験
けいけん

を用
もち

いて、

他人
た に ん

を理解
り か い

する。「あいさつをするからやさしい人
ひと

だ」「ピアスしているから悪
わる

い人
ひと

だ」など、今
いま

まで

出会
で あ

った人
ひと

や起
お

こった物事
ものごと

との共通点
きょうつうてん

を見
み

つけて判断
はんだん

する。これは人間
にんげん

の心
こころ

の働
はたら

きで自然
し ぜ ん

なことだ。 

しかし、時
とき

にその判断
はんだん

が、溝
みぞ

を生
う

むことがある。「わたし」が「あなた」を知
し

ろうとする前
まえ

に、経験
けいけん

が先行
せんこう

して決
き

め付
つ

け、関係
かんけい

をこじらせてしまうかもしれない。多
おお

くの経験
けいけん

を積
つ

んで自信
じ し ん

を持
も

っている

人
ひと

、あることに嫌悪感
けんおかん

を抱
いだ

く人
ひと

、単
たん

に性格
せいかく

が頑固
が ん こ

な人
ひと

が、このような人
ひと

たちが溝
みぞ

を生
う

むとして思
おも

い浮
う

かぶが、現実
げんじつ

には誰
だれ

しもが体験
たいけん

することだ。このような場合
ば あ い

、片方
かたほう

が歩
あゆ

み寄
よ

る柔軟
じゅうなん

さを持
も

ち合
あ

わせ

ていればまだいいが、双方
そうほう

がかたくなだと、関係
かんけい

がただ悪化
あ っ か

する。「あの団体
だんたい

所属
しょぞく

だから、話
はなし

をして

も無駄
む だ

だ」、「あいつは若
わか

いからできるはずがない」と言
い

って、相手
あ い て

を知
し

らないで行動
こうどう

すらしないこと

もあるだろう。 

個人
こ じ ん

レベルで深
ふか

い溝
みぞ

が生
しょう

じるのだから、それが集
あつ

まった集団
しゅうだん

同士
ど う し

となると、なにから手
て

を付
つ

けた

らいいのだろうか。絡
から

まった糸
いと

を解
と

くには労力
ろうりょく

がいる。変
か

える必要
ひつよう

があるのなら、辛抱強く
しんぼうづよく

行動
こうどう

し

なければならない。糸
いと

を捨
す

ててしまっては何
なに

もかも終
お

わってしまう。 

人
ひと

が生
い

きていく中
なか

、経験
けいけん

はとても大切
たいせつ

で重要
じゅうよう

だ。しかし、時
とき

にはマイナスの作用
さ よ う

をすることがあ

る。経験
けいけん

で判断
はんだん

することは通常
つうじょう

の心理
し ん り

だが、他人
た に ん

が「わたし」の領域外
りょういきがい

の「わたし」であることも常
つね

だ。自分
じ ぶ ん

以外
い が い

の「わたし」を知
し

っていると、少
すこ

し世界
せ か い

の映
うつ

り方
かた

が変
か

わるかもしれない。 

（文
ぶん

：岡本
おかもと

雅
まさ

博
ひろ

） 
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アクスペ活動
かつどう

記録
き ろ く

 
 

200９年
ねん

9月
がつ

～2009年
ねん

12月
がつ

 

１０月
がつ

１４～１６日
にち

：岡山
おかやま

にブロック研修
けんしゅう

へ行
い

きました。 

１０月
がつ

２４日
にち

：シンポジウム「自立
じ り つ

生活
せいかつ

センターの歩
あゆ

み」 

～これまでの記録
き ろ く

と記憶
き お く

。これからの希望
き ぼ う

～開催
かいさい

 

１０月
がつ

２６日
にち

：正社員
せいしゃいん

募集
ぼしゅう

にて仲間
な か ま

が増
ふ

えました※現在
げんざい

正会員
せいかいいん

１９名
めい

 

１１月
がつ

３～７日
か

：山形
やまがた

のピアカウンセリング講座
こ う ざ

にリーダー派遣
は け ん

 

１１月
がつ

２８日
にち

 ：ワークショップ～コミニケーション編
へん

～実施
じ っ し

 

１１月
がつ

３０日
にち

：アクスペの体験室
たいけんしつ

始
はじ

めました。 

１２月
がつ

１６日
にち

：アクスペ事務所
じ む し ょ

にて新人
しんじん

歓迎会
かんげいかい

を実施
じ っ し

 

１２月
がつ

２２日
にち

：アクスペ事務所
じ む し ょ

にて忘年会
ぼうねんかい

を実施
じ っ し

 

１２月
がつ

30日
にち

：機関紙
き か ん し

「定刊
ていかん

弧光
こ こ う

：第
だい

四
よん

号
ごう

」発行
はっこう

 

 

 



自立
じ り つ

生活
せいかつ

センターアークスペクトラム編集
へんしゅう

 定刊
ていかん

弧光
こ こ う

：第四号
だいよんごう

 2009年
ねん

１２月
がつ

３０日
にち

発
はっ

行
こう

 

- 10 - 

 

  

 

自立
じりつ

生活
せいかつ

センターアークスペクトラムの会員
かいいん

を大
だい

募集
ぼしゅう

！！ 
 

 私達
わたしたち

の活動
かつどう

趣旨
し ゅ し

に賛同
さんどう

のうえ、入会
にゅうかい

ください。 

 会員
かいいん

になると、機関誌
き か ん し

、メーリングリスト、各種
かくしゅ

イベントへのお誘
さそ

いなどいろいろな情報
じょうほう

を

お届
とど

けします。 

 また、資金面
しきんめん

で援助
えんじょ

していただける賛助
さんじょ

会員
かいいん

や機関誌
き か ん し

を購読
こうどく

してくれる読者
どくしゃ

会員
かいいん

も大
だい

募集
ぼしゅう

しま

す。 

・一般
いっぱん

会員
かいいん

：一口
ひとくち

 3,000円
えん

（機関紙
き か ん し

購読料
こうどくりょう

含
ふく

む） 

・賛助
さんじょ

会員
かいいん

：一口
ひとくち

 3,000円
えん

（機関紙
き か ん し

購読料
こうどくりょう

含
ふく

む） 

 ・機関誌
き か ん し

読者
どくしゃ

会員
かいいん

：一口
ひとくち

 500円
えん

 

 会費
か い ひ

の振込
ふりこみ

みを希望
き ぼ う

される方
かた

は… 

  ⇒ ⇒ 郵便
ゆうびん

振替
ふりかえ

口座
こ う ざ

：00930－5－321253 

      加入者名
かにゅうしゃめい

：自立
じ り つ

生活
せいかつ

センターアークスペクトラム 

 ※ 振替
ふりかえ

用紙
よ う し

の必要
ひつよう

な方
かた

はお気軽
き が る

にお申
もう

し付
つ

けください。 

編集
へんしゅう

後記
こ う き

 

この場所
ば し ょ

をもって皆様
みなさま

に言葉
こ と ば

を表現
ひょうげん

できる事
こと

を幸
しあわ

せに思
おも

っております。今後
こ ん ご

、編集
へんしゅう

に新
あたら

しく携
たずさ

って

いかせてもらう事
こと

となりました、信川秀宇
のぶかわしゅう

と申
もう

します。よろしくお願
ねが

い致
いた

します。 

早
はや

いもので今年
こ と し

も残
のこ

すところが僅
わず

かとなってきました。アクスペにとって今年
こ と し

の一年
いちねん

は本当
ほんとう

に長
なが

く、大
おお

き

な意味
い み

を持
も

った年
とし

になりました。編集
へんしゅう

された後
あと

の定刊
ていかん

弧光
こ こ う

四
よん

号
ごう

を見
み

て改
あらた

めて感
かん

じています。今回
こんかい

の定刊
ていかん

弧光
こ こ う

ではやはり１０月
がつ

２４日
か

に開
かい

催
さい

された団体
だんたい

初主催
はつしゅさい

のシンポジウムの事
こと

をいま一度
い ち ど

、振
ふ

り返
かえ

った形
かたち

にな

ったかと見
み

てとれる内容
ないよう

となりました。各々方
おのおのがた

の想
おも

いや視点
し て ん

を感
かん

じさせる部分
ぶ ぶ ん

があり、特
とく

にＱ
きゅー

&
あんど

A
えー

形式
けいしき

の

ものが印象的
いんしょうてき

であり、シンポジウム当日
とうじつ

の光景
こうけい

が浮
う

かびます。皆様
みなさま

の心
こころ

にも何
なに

かを提起
て い き

する内容
ないよう

ですの

で是非
ぜ ひ

、自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

と対話
た い わ

をして頂
いただ

ければ幸
さいわ

いです。「社会
しゃかい

のあり方
かた

に猜疑
さ い ぎ

しながら、より良
よ

い社会
しゃかい

を自分
じ ぶ ん

の中
なか

でまず見
み

つけていく。そんな大
おお

きな事
こと

を・・・と思
おも

っている事
こと

も変
か

わる日
ひ

はきっと来
く

る。」個人的
こじんてき

には

そんな事
こと

を思
おも

いながらこの場所
ば し ょ

に言葉
こ と ば

をのせてみました。 

アクスペはこれまでと同
おな

じ様
よう

に皆様
みなさま

に温
あたた

かく見守
み ま も

られ成長
せいちょう

を続
つづ

ける事
こと

になるかと思
おも

います。皆様
みなさま

の目
め

に、心
こころ

にアクスペの流
なが

れが感
かん

じられるような機関誌
き か ん し

にしていけるよう尽力
じんりょく

させて頂きますのでこれから

もよろしくお願
ねが

い致
いた

します。                           （文
ぶん

：信川
のぶかわ

秀宇
し ゅ う

） 

 
 ≪編集

へんしゅう

≫ 自立
じ り つ

生活
せいかつ

センターアークスペクトラム 

     〒６１５－００２２ 京都市
きょうとし

右京区
うきょうく

西院
さいいん

平町
たいらまち

６ 三喜
さ ん き

ビル１階
かい

 

     TEL・FAX：075－８７４－７３５６  MAIL：cil-arcsp@rg7.so-net.ne.jp 

     URL：http://2nd.geocities.jp/cil_arc_sp/ 


